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イベント概要 

 

[企業名]  パーソルホールディングス株式会社  

 

[イベント種類] 決算説明会  

 

[イベント名]  2020 年 3 月期第 1 四半期決算説明会（電話会議） 

 

[決算期]  2019 年度 第 1 四半期 

 

[日程]   2019 年 8 月 9 日 

 

[ページ数]  18 

  

[時間]   17:30 – 18:00 

（合計：30 分、登壇：16 分、質疑応答：14 分） 

 

[開催場所]  107-0062 東京都港区南青山 1-15-5 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

取締役執行役員(財務担当)    関 喜代司（以下、関） 

 

[アナリスト名]* SMBC 日興証券株式会社    織田 浩史 

ゴールドマン・サックス証券株式会社  中原 成美 

三菱 UFJ モルガン・スタンレー証券株式会社 新井 勝己 
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登壇 

 

司会：お聞きの皆様、大変長らくお待たせいたしました。これよりパーソルホールディングス株式

会社の 2020 年 3 月期第 1 四半期決算に関する電話会議を開催させていただきます。それではパー

ソルホールディングス様、よろしくお願いします。 

話者：本日は当社電話会議にご参加いただきありがとうございます。本日の進め方です。まず取締

役執行役員の関より 2020 年 3 月期第 1 四半期決算概要についてご説明します。説明に使用されて

おります資料は、当社のホームページに既にアップロードされています 2020 年 3 月期第１四半期

決算連結決算概要をお手元にご準備の上ご参加願います。説明終了後、質疑応答に移りたいと思い

ます。なお、会議の終了時刻は 18 時を予定しておりますので、皆様、ご協力のほどお願いいたし

ます。それでは関よりご説明申し上げます。 

関：パーソルホールディングスの関でございます。よろしくお願いいたします。まずは私どもの資

料をご覧ください。 

まず連結業績について説明申し上げます。グローバルにおいては、引き続き貿易摩擦の影響などの

影響から、先行きの不透明感が高まってきております。製造業の一部領域において昨年と比べて需

要の弱さがございますが、日本の労働市場においては構造的人手不足を背景にグループ全体として

は、目立ったリスクはなく、業績はおおむね計画どおり推移しております。今後の経済動向につい

ては国内及び海外を含めて引き続き注視して事業運営をしていきます。 

先日、8 月 1 日に発表させていただいたアルバイト求人情報 anのサービス終了につきましては、

終了に伴う短期的な業績インパクトがある一方で、正社員領域の「doda」事業を成長させる「前

向きな決定」であったという点が市場にも伝わったのではないかと思っております。 
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第１四半期の連結業績は売上高が 1 クォーターYoY でプラス 4.1％の増収となりました。営業利益

につきましては、1 クォーターYoY でマイナスの 12.8％の減益となりました。営業利益の主な減益

要因は当初想定したとおり、派遣事業におきまして稼働日が 3 日少なかったことと、新卒含めた人

員増強に伴うコスト増によるものでございます。各セグメントの詳細につきましてはセグメント別

業績パートで詳しくご説明申し上げます。以上が連結業績パートとなります。 
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ページ変わりまして、9 ページをご覧ください。セグメント別にご説明申し上げたいと思います。

まずは、派遣・BPOセグメントについてご説明申し上げます。派遣・BPOセグメントの売上高

は、1 クォーターYoYで 5.2％の増収となりました。こちらを KPIに分解いたしますと、稼働者数

におきましてプラス 3.5％、単価アップにおきましてプラス 2.7％、稼働日の影響がマイナス

4.8％、M&Aの効果プラス 3.4％という結果になっております。営業利益につきましては 1 クォー

ターYoYでマイナス 8.5％、営業利益率はマイナス 0.7 ポイントとなりました。 

派遣事業に関しましては、年号変更に伴う 5 月の長期休暇により、稼働日が 3 日少なかった結果、

営業利益は 63 億 1,100 万円となりました。ただし、需要サイドにつきましては引き続き企業様か

らのオーダーが 2 桁を超える勢いで伸びております。製造業の企業様からの派遣のオーダーが若干

減少しておりますが、企業全体で考えますと、やはり需要の強さは変わっておりません。利益面に

つきましては、引き続き無期スタッフの請求単価が約 10％向上したことで、利益率は改善いたし

ました。 

また一方、稼働日影響に伴う利益の減および人員増強によるコスト増により、1 クォーターとして

は減益となりました。なお、2019 年 4 月に開始しました久留米マッチングセンターにおきまして

は、6 月より西日本エリアのマッチング業務を開始しており、今後さらなる生産性向上に寄与でき
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ると考えております。また、今期も積極的に進めている派遣スタッフの無期雇用化ですが、4〜6

月におきまして、約 1,700 名の無期転換が進みました。昨年からの累計で申し上げますと、約 1万

2,000 名となっております。なお、今期中の無期転換につきましては、約 5,000 名を見込んでおり

ますので、足元につきましては計画どおりに進捗しております。以上が派遣・BPOセグメントの

パートとなります。 

 

次に 10 ページをご覧ください。リクルーティンクゼクメ゙ントについてご説明申し上げます。リク

ルーティングセグメントにつきましては、国内の転職市場が拡大するなか、引き続き正社員向け人

材紹介事業と求人広告事業が業績を牽引し、売上高につきましては YoY でプラス 13.6％の増収と

なりました。doda プラスにつきましても変わらず高成長を継続しており、旺盛な需要にしっかり

と対応できていると考えております。企業様からの受注や転職者様からの登録を見ましても、高成

長を継続しており、人材紹介事業におけるマーケット観に大きな変化はなく、市場環境は引き続き

良好と考えております。 

一方で、当社内の組織コンディションとしましては、ここ数年続けてまいりました急成長に伴い、

マネージャー層の人材が不足しております。また併せまして、10 月以降におきましては、an事業

の人員受け入れが本格化するため、当面組織体制の強化が私どもの大きな課題となってきます。こ
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の下期に集中して組織強化に取り組み、来期の高成長につながるよう運営してまいりたいと考えて

おります。また 8 月 1 日に発表させていただきました an事業の終了につきまして、発表後につき

ましては大きな混乱もなく順調にお客様、代理店様への対応を進めている状況でございます。引き

続き 10 月以降の人事異動等に対する準備をしっかりとしてまいりたいと存じます。以上がリクル

ーティングセグメントのパートとなります。 

 

続きまして 11 ページをご覧ください。PROGRAMMEDセクメ゙ントにつきましてご説明申し上げ

ます。まず、売上高につきましては 1 クォーターで YoY マイナス 9.8％、営業利益につきましては

マイナス 1.6 億となっております。売上高 YoY9.8％の減収につきましては、うち、為替の影響で

マイナス 7.8％、現地通貨ベースでマイナス 2.1％となっております。現地通貨ベースの各事業の

実績につきましては、スタッフィング事業におきましてマイナス 6.3％、メンテナンス事業におき

ましてはプラス 2.4％となっております。 

スタッフィング事業におきましては、足元のオーストラリア経済の減速感により、顧客からの需要

減や成長領域における新顧客開拓、それから営業活動の効果、こちらにつきましてプランどおりに

進まず減収となりました。一方で、メンテナンス事業におきましては、同じくオーストラリア経済

の影響もあり、特にペインティング事業における売上減はあったものの、オーストラリア全体のイ
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ンフラ投資の需要を背景に、大型の施設メンテナンス事業においては案件の獲得が進んでおり増収

を上げることができました。 

営業利益につきましては、主にスタッフィング事業の減収の影響により減益となっております。な

お、EBITDA につきましては、IFRS16 の適用影響、YoYでプラス 4 億を除きますと、営業利益同

様減益となっております。以上が PROGRAMMEDセグメントのパートとなります。 

 

次に 12 ページをご覧ください。PERSOLKELLY セクメ゙ントについてご説明申し上げたいと思いま

す。引き続き APAC 各国の市場環境に支えられまして、売上は YoYでプラス 19.2％と好調に推移

いたしました。売上高につきましては、売上構成比の高いシンガポール、マレーシアが牽引し大幅

に伸長しました。一方、オーストラリアを除くすべての地域におきましては、前年比で同じく成長

いたしております。ヘッドカウントの数につきましても、YoY で 12.2％増と順調に拡大しており

ます。 

一方、営業利益につきましては 2.3 億円の減益となりました。オーストラリアにおける各国共通の

業務システム、こちらの導入につきまして計画どおりに進まないところがあり、顧客の対応等で混

乱が発生し、業務の生産性が一時的に低下したため減益になったと考えております。 
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本システムトラブル、移行も含めてでございますが、影響をリカバリーすべく鋭意取り組んでおり

ますが、現時点では通期予算を達成するハードルは少し高まっていると考えております。なお、中

国市場における米中摩擦の影響につきましては、主に中国における日系企業からのオーダーは前年

割れとなっておりますが、非日系企業様におきましては引き続き需要が増加しております。こちら

につきましても引き続き、今後の動向を注視していきたいと考えております。また、補足になりま

すが、前年比の為替の影響につきましては、売上高においてプラス 3 億程度と軽微なものとなって

おります。 

 

次に 13 ページをご覧ください。ITOセクメ゙ントにつきましてご説明申し上げます。ITOセグメン

トの事業につきましては、おおむね計画どおりに進捗しております。売上高は、1 クォーターYoY

でプラス 25.1％、営業利益につきましては 1 クォーターYoY でマイナスの 2.8 億となりました。 

引き続きお客様企業におけるシステム関連サーヒズ、こちらへの投資は非常に旺盛で、SIの事

業、アウトソーシングサーヒズなどの高付加価値案件に加え、私どもの自社フロ゚タグトの販売につ

きましても伸長し、増収となりました。営業利益につきましては 2.8 億の減益となっております

が、こちらについては期初の計画どおりであり、待遇改善を実施したことにより、退職率は低下傾

向にございます。以上が ITOセグメントのパートとなります。 
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次に 14 ページをご覧ください。エンシニ゙アリンクゼクメ゙ントにつきましてご説明いたします。売

上高は 1 クォーターYoY でマイナス 1.0％、営業利益は 1 クォーターYoYでマイナス 1.3 億円とな

っております。こちらは主に電機の領域におきまして中国市況の悪化に伴う減収がありましたが、

単価アップ等の効果で減収幅はマイナス 1％にとどまりました。利益面につきましては、技術者の

採用に伴う人件費等の増加や、市況変化に伴う一時的な稼働率の低下により減益となりました。 

エンジニアの新卒採用を中心とした活動につきましては順調に推移しております。また当セグメン

トにおきましても、米中貿易摩擦の影響等について、やはり不透明な状況ではございまして、一部

のお客様では受注減などの影響が出ております。こちらにつきまして、今後も市場の動向、お客様

の動向については引き続き注視してまいります。 
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次に 15 ページをご覧ください。その他、調整額についてご説明申し上げます。こちらについては

期初に発表させていただきましたとおり、今期につきましては、シェアフル、ミイダス、POS＋、

その他の新規事業への投資を予定しており、結果、その他、事業調整額は減益となっております

が、おおむね期初の計画どおりに進捗しております。 
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続きまして、ページは戻りますが 8 ページをご覧ください。バランスシートにつきましては、前年

の期末から大きな増減はございませんでした。資産のマイナス 50 億の要因につきましては、主に

現金及び預金が減少したことによるものでございます。負債のマイナス 84 億円の主な減少要因に

つきましては、未払法人税と賞与引当金の減少によるものでございます。純資産の 32 億円の増加

は主に利益剰余金が 19 億増加したことによるものでございます。健全性を示します自己資本比率

につきましては、前期末の 42.0％から 43.4％へ改善しております。 

最後になりますが、当第 1 四半期連結業績につきましては、増収減益となりました。繰り返しにな

りますが、減益の要因といたしましては、派遣事業におけます稼働日のマイナスの影響、こちらが

マイナス 10 億円に加え、PROGRAMMEDセグメントのスタッフィング事業の不調、それから

PERSOLKELLY セグメントのシステム導入に伴う一時的な混乱が影響したものと考えておりま

す。 

派遣のセグメントにおきましては、事業サイドに大きな変調はなく、稼働者数の積み上げ、請求単

価のアップも達成できており、今後も業績につきましては順調に推移していくと予想しておりま

す。一方で、PROGRAMMEDセクメ゙ントや PERSOLKELLY セクメ゙ントにつきましては、第 1 四
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半期のビハインドをリカバリーすべく鋭意取り組んでおりますが、業績の回復には一定の時間を要

することが想定されております。 

 

今期の通期業績予想につきましては、8 月 1 日に an事業の終了に伴い、業績予想の修正を行いま

した。修正後の営業利益 430 億の達成に向け、引き続き取り組んでまいりたいと思っておりま

す。以上、簡単ではございますが、本日の私からのご説明とさせていただき、Q&A のセッション

に移らせていただきます。 
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質疑応答 

 

司会：それでは最初のご質問者をご紹介いたします。しばらくお待ちください。最初のご質問は

SMBC 日興証券織田様です。それでは織田様、お願いします。 

織田：SMBC 日興証券の織田ですけれども、よろしくお願いします。私からいくつか質問がある

ので一問一答でお願いできればと思います。まず、短期的なところで恐縮なんですけれども、国内

の ITOですとか、エンジニアリング、一応計画どおりの進捗ですというコメントをいただいてい

るんですけれども。ぱっと見、上期の計画費に対しては若干ショートしているんじゃないのかなと

いうような印象も受けたりもしているんです。上期あるいは通期に向けて、そこは本当に計画どお

りなのでそんなに心配することがないのかどうかという、まず短期的なところの確認をさせてくだ

さい。 

関：ご質問ありがとうございます。ITOにつきましては計画どおりでございますし、下期につきま

しても予定通り進捗すると想定しています。ただし、エンジニアリングセグメントにつきましては

やはり構造的なこともあり、下期含めましてやや不安要素はあろうかと思いますが、一定達成に向

けては経営してまいりたいと考えております。 

織田：わかりました。二つ目のところが海外のところになるので、まとめてご質問させていただき

ますけれども、まず PERSOLKELLY のところでのオーストラリアのシステムの話があったかと思

います。通期のところ、少しハードルが高まるかもしれませんというお話があったんですけど、今

現状、この混乱がまだ続いているのかどうか。現状のステータスと、それから、もし今も続いてい

るんであったらそれがいつぐらいに解消して通常ペースに戻るのか。この辺りのスケジュール感に

ついて教えてください。 

関：ご質問ありがとうございます。PERSOLKELLY のオーストラリアで発生しているシステムの

トラブル、混乱についてですが、現時点でまだ完璧な終息までは至っておりません。現地に必要な

リソースを配分してバックアップに努めておりますが、一定上期いっぱいはこのリカバリーと当初

の巡航軌道に戻すのにかかるのではないかというふうに考えております。ただし、こちらで行うバ

ックアップ、リカバリーについては今期、来期以降の成長に向けて必要なリカバリーでございます

ので、一定リソース配分もしながら進めてまいりたいというふうに考えております。 

織田：わかりました。最後になるんですけれども、PROGRAMMEDのところで、利益としては、

営業利益は増益ではあるんですけれども IFRS の影響とかもある、そこは少し押し上げている部分



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
14 

 

もあるのかなとは思うんです。ここのところについて、現状はお話しいただいたんですけれど、ガ

イダンスを出してまだ数カ月ぐらいしかたっていないかなとは思うなかで、ちょっとスタートから

見通しがずれている。その辺りの要因について教えていただければと思います。お願いします。 

関：はい、ありがとうございます。いくつか要因はあるんですけれども、まずはオーストラリアの

経済自体の伸びが直近 1.8％程度ということで、当初計画想定であった 2％をやや下回っていると

いうのが大きなマクロ的なものと考えています。それから、スタッフィング事業ですね。こちらを

立て直すために、今期の頭からマーケティング、営業リソースの再配分等含めてやっておるんです

が、一定、中堅中小企業の顧客の開拓と案件発掘、ここの行動をきちんと当初の行動量を担保し、

かつ成果を上げるところまで、成果が上がっていないと考えておりまして、これらが当初の計画ど

おりに進んでいない二つの要因かなと考えております。 

織田：わかりました。私からは以上です。 

関：ありがとうございます。 

織田：ありがとうございます。 

司会：次のご質問はゴールドマン・サックス証券中原様です。それでは中原様、お願いいたしま

す。 

中原：お世話になっております。中原です。お願いいたします。私からも 3 点お願いいたします。

まず 1 点目なんですけれども、派遣事業のところで以前、PMIコストを年間で 10 億円と、あとは

働き方改革にかかるようなコストが今年かかってきますよというふうに伺っているんですけれど

も、その進捗状況は 1Qでどうなのかというのと、あと 2Q以降、計画どおり出そうかというとこ

ろをまず教えていただけますでしょうか。 

関：ご質問ありがとうございます。先ほどご質問の中でお話しいただきましたように、PMI、働き

方改革のコストですが、予定どおり年間では 10 億ほど見込んでおります。1 クォーターの実績で

2.3 億円でございまして、おおむね計画どおりというふうな進捗でございます。 

中原：これは、四半期ごとに同じぐらいのペースで出るようなイメージで持っておいていいでしょ

うか。 

関：はい、そのとおりのご認識でよろしいかと思います。 
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中原：どうもありがとうございます。2 点目なんですけれども、リクルーティング事業の中の人材

紹介というのを切り出した場合に、成長率、今回はどれぐらいだったかを切り出して教えていただ

けますでしょうか。 

関：人材紹介のサービスのみを切り出した場合、成長率は 18.2％の成長率であります。 

中原：これは御社が期初に計画されている中で進捗としてはいかがですか。 

関：計画どおりの進捗というふうに考えております。 

中原：どうもありがとうございます。最後なんですけれども、今回新規事業に対して 25 億円のコ

ストという感じでご計画を立てられているかと思うんですけれども、こちらのコストもおしなべて

クォーターごとに同じようなバランスで出てくるというふうに見ておいていいのか、どこかでアク

セルを踏むようなタイミングが来るのか、イメージを教えていただけますでしょうか。 

関：ご質問いただきましたとおり、年間、P/Lベースで 25 億の投資という計画を立てています。

まずは、計画の進捗についてですが、全体の行動量それからコストの増加量としましては、上半期

よりも下半期のほうがやや多めに積んで、全体計画を進捗させています。1 クォーターの実績を見

る限りにおきましては、やや計画よりもコストがいまいち使い切れていない部分がまだ残っており

ます。ただ、この領域につきましては今期の成長戦略の非常に重要な要素でございますので、ここ

からの投資につきましては続けてまいりたいと考えております。 

中原：わかりました。仮に、今期出されている計画が他のビジネス等で少し厳しさを増した場合

に、ここの新規事業へのコストというのは抑えるようなことはあるのでしょうか。 

関：ありがとうございます。こういった新規サービス、新規事業に対するコストでありますとか、

その他のブランド等の、プロモーションコスト等につきましても、当然全体の案件、業績、それか

ら成果に見合った形でバランスをしながら判断して進めてまいりたいと思っています。 

中原：よくわかりました。どうもありがとうございます。 

関：ありがとうございました。 

司会：次のご質問は三菱UFJ モルガン・スタンレー証券新井様です。それでは新井様、お願いし

ます。 

新井：よろしくお願いします。 

関：よろしくお願いします。 
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新井：第 1 四半期、冒頭で全体としては計画どおりの進捗というコメントだったかと思うんです

が、そうしますと、上期の計画から差し引きしますと第 2 四半期が売上で 9％増収ですかね。営業

利益でいきますと 2 割増益ぐらいという形になるかと思うんですが、この辺りの短期的なところで

すけど、2 クォーターのところでのイメージに関して教えていただければと思います。よろしくお

願いします。 

関：ご質問ありがとうございます。只今ご質問内容でおっしゃっていただきましたとおりの認識で

ございます。当然、計画どおりではございますが、ただ一方で一部だけ計画、想定外だったのが為

替の変動要素、これが 1 クォーターの特にトップラインにつきましては影響があったと考えており

ます。 

新井：営業利益のところに関しての差し引きの、売上に関して今為替のところが、というお話があ

りましたけど、営業利益のほうに関して同じように 2 クォーターの差し引きの計画に対してはどん

なふうに見ていらっしゃるんでしょうか。 

関：そうですね。1 クォーターにつきましては、今おっしゃられた 20％増ということがありまし

たけど、計画どおり、10 億ほどインパクトがありましたが、2 クォーターについてはそこまでの

影響はないと考えております。 

新井：わかりました。どうもありがとうございます。 

関：ありがとうございます。 

司会：ご質問希望者はいらっしゃいません。関様、よろしくお願いします。 

関：それでは以上で質疑応答を終了させていただきます。皆様、本日はご参加いただきどうもあり

がとうございました。 

司会：以上をもちまして、パーソルホールディングス株式会社の 2020 年 3 月期第 1 四半期決算に

関する電話会議を終了させていただきます。本日はお忙しいなかお集まりいただき誠にありがとう

ございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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